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り、盛んになりつつある指導法です。Content and Language Integrated Learning
の頭文字を取ってCLILと呼ばれています。これまでの内容重視の外国語教育法より
一歩進んでいまして、理念的にもっとはっきりしているんですね。具体的には、言
語を使いながら内容を学ぶ、内容を学びながら言語を学んでいくという中に、4つの
Ｃの要素が入っています。研究者によっては5つ目を加えることもありますが、1つ
目がcontent、中身、内容。2つ目がcognition、認知、認知力を高める。3つ目が
communicationですね。4つ目がculture、文化が入ってきます。もう1つ加えるな
ら、community、学びの共同体をつくり、そこで内容と言語を統合させながら学ぶと
いうことで、そこから「協同学習」というアプローチが出てきます。
協同学習自体は新しいものではありません。アメリカ、あるいはヨーロッパでは以前
から行われている形態で、特に自然科学、数学、理科などでよく使われています。むし
ろ言語教育で導入したのが遅かったとも言えるでしょう。グループに分けてディスカッ
ションさせれば協同学習だと思う人が多いのですが、違います。根底にあるのは、異質
な仲間と一緒になって学ぶことで生まれる自律性なんですね。
日本の実態はというと、特に英語の場合、中学も高校も大学も、進度別、能力別に分
けているところが極めて多いのです。TOEICだとかTOEFLのスコアを上げることを目
指す英語教育では、効率を考えて、成績がいい学生は徹底的に鍛える、できない学生に
は補習授業をして高校英語の復習をさせるという場合が多い。これでは協同学習は成立
しません。
CEFRが考えている言語の評価基準から見ますと、自分はできると思っている学生で
あっても、実は5技能全てにたけている学生というのは極めて少ないのです。話すのが
得意だという学生は、書かせてみると意外にだめだったり、読むのは得意でもリスニン
グは苦手という学生もいれば、逆に聞き取ることはできるけど読んでもわからないとい
う学生もいます。得意な分野と不得意な分野をあわせ持っているのが普通の学習者な
のです。ばらつきのある状態でグループをつくると、「できないやつと一緒になりたく
ない」という言い方をする学生もいますが、そんなときにはどう言うか。実社会に出た
ら、できる人だけが集まったグループの中で仕事をすることはあまりない。普通は、い
ろいろな能力を持ち、性格もばらばら、厳しい人もいればやさしい人もいるし、うるさ
い人もいればおとなしい人もいるというさまざまな人々が入り混じって、なんとか一緒
に仕事をしていきます。学生のうちから多様な仲間と切磋琢磨する中で、ときには我慢
し、ときには助け、ときには助けられという経験が人間的な成長を促すのです。それが
協同学習の意義だと言えるでしょう。
日本が取り組んでいる「グローバル人材の育成」ですが、「グローバル人材」というの
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は英語にならないんです。Global Human Resourcesというのは何か異様です。私は
Global Citizenship「グローバル市民性」という言葉を使いたいと考えています。これ
は国連やユネスコが言っていることで、自分の持てるものを生かして地球社会に貢献で
きる市民を育てましょうということです。
私が考える「グローバル市民」は、4つの要件に集約できるかなと思っています。1つ
目はidentity、自分を知る。2つ目がtolerance、寛容性ですね。異質な他者への寛容
性。理解ということは難しいのですが違いが存在することを理解するのがまず大事なの
です。自分が正しいと思っている価値観は、外に行ったら通用しないかもしれない。日
本の常識は、違う国では非常識になるかもしれない。それはお互いさまです。そう考え
れば、異質な他者であることを踏まえて寛容性を持つことが、相互理解の出発点になる
のではないでしょうか。3つ目は、communicationです。言語による人間同士の関係
構築という意味でグローバル市民に欠かせない要素です。
最後に、これは特に大学生に対して言いたいのですが、expertise専門性で貢献する
こと。自分はこれがある、これが得意だ。言ってみれば専門ですね。その専門を生かし
て社会に貢献する、世界に貢献する。そんなグローバル市民を、ぜひ大学という場で育
てたいと思っています。そのための言語教育に、複言語主義、そしてCEFRが、役に立
つのではないかと考えております。ご静聴ありがとうございました。
新野　どうもありがとうございました。
続きまして、室井禎之先生にお話を伺います。室井先生は、早稲田大学政治経済学
術院教授で、日本独文学会元会長、専門はドイツ言語学一般です。『コミュニケーショ
ン論的言語哲学の可能性』や、ドイツ語での『Aspekte moderner Sprachskepsis』と
いった論考をお持ちです。また、『日本発多言語国際情報発信の現状と課題』という研
究叢書の編纂もされていらっしゃいます。それでは室井先生、どうぞよろしくお願いし 
ます。
室井　私はドイツ語の教員として、第二外国語をめぐる日本
での議論を中心に話をしてまいりたいと思います。
グローバル化が進行する世界、また日本社会において言語
はどういう役割を果たしていかなければならないのでしょう
か。言語はコミュニケーションの手段ではありますが、一方
ではコミュニケーションを阻害する要因となることもあり得
ます。また、私たち第二外国語の教員は、英語以外の外国語
をどういうふうに位置づけていけばいいのかということを常
に問題意識として持っております。日本における多言語使用、あるいは複言語主義の役
割を定め、英語以外の外国語教育が現状の日本でどのように機能し得るのかを考えてみ
ます。
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室井 禎之
そもそもコミュニケーションというのは、我々人間の生活、あるいは存在にとってど
ういう意味を持っているのでしょうか。自己表現など、いろいろな側面がありますが、
人類全体として考えた場合、特に言語コミュニケーションを通して、我々は他者の体験
を擬似的に自分の体験にすることができます。逆に、自分の体験を他者に伝えて、他者
が自分の体験をもとにさらに何かを構築していくこともできます。そのプロセスを通じ
て、人間は個人という限定された時間的ないしは空間的な限界を超え、人間全体として
文化的にも社会的にも発展することができるのです。それがここで考えたいコミュニ
ケーションの大きな機能だと思います。そして、このコミュニケーション能力を向上さ
せるものが、言語教育なのです。
では、言語教育は具体的にどのようにしてこのコミュニケーション能力を実現させる
のか。今日は英語と、それ以外の外国語というふうに分けて考えてみます。鳥飼先生が
おっしゃるように、言語にはそもそも差はないのですが、今の社会では英語が1つ抜き
ん出た地位にあることは間違いありません。
例えば、対外ビジネスにおいては英語が共通言語になっています。日本にいるドイツ
企業の代表者たちと話す機会があったのですが、彼らも「国際的に活躍するにはまず英
語だ」とはっきり言っておりました。多くの学問分野での共通言語が英語であるという
こともまた事実です。私の専門の言語学でも、何語をするにしても英語の文献を読むの
は不可欠です。ゲルマニスティク（ドイツ学）を学ぶにも英語は欠かせない状況に遠か
らずなるものと思います。パーソナルな交流でも、英語を知っていると一番多くの人と
付き合うことができるでしょう。つたなくても英語がわかれば、世界のたいていのとこ
ろに行っても何とかなります。
このように、英語はLingua Franca（共通語）という位置づけにありますが、では、
英語以外の外国語にはどういう役割を与えることができるでしょうか。私は、言語的に
貧しい社会は貧しい文化しか生み出すことができないのではないかという危惧を持って
います。
Lingua Francaとしての英語が、経済など特定の目的に奉仕するものとして考えら
れているのに対して、第二外国語は、ある意味でそういったしがらみから解き放たれて
いる存在です。経済的な利害関係から離れたところで人間の教養に寄与し、文化的な素
養を開発する役割が第二外国語にはあるのではないでしょうか。英語、日本語というの
は、あくまでも限られた文化を背景とした存在ですので、グローバル社会では、それ以
外にまた別の視点が必要になる場面があるだろうという発想ですね。例えば、当該言語
によるオリジナル情報に触れる重要性です。ドイツは今、環境問題に対する取り組みが
非常に先進的であることで知られています。ドイツの環境政策について詳細を知りたい
ときにはどうすればいいでしょうか。ドイツ政府のサイトにはさまざまな情報が載って
います。一定のものは英語に訳されていますが、正確なところを知るには、ドイツ語で
書かれた情報を読まざるを得ないのです。これは別にドイツだけに限ったことではあり
ません。さまざまな事柄について同じことが言えるのです。
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これらの問題をうまく整理してくれるのが、実は複言語主義という考え方ではないか
と思います。ヨーロッパにおいて1つの地域でさまざまな言語が使われている状況は極
めて当たり前のことであります。母語プラス2という複言語主義の思想はこうした背景
から出てきたものと私は解釈しています。
複言語主義の中で私が強調したいのは、間文化能力、intercultural competenceで
す。そこには、みずからの社会、みずからの存在をと、「他」の社会、「他」の存在との対
比を両方の面から相対化しようという思想があります。一方で、「自」というほうを見て
みますと、言語の地域変異、いわゆる方言をはじめ、社会変異等を通じて、みずからが
属している文化、あるいは社会も等質的な存在ではなくて多様性を持っていることを理
解する。その方向性と、また同時に複数の外国語を学ぶことで、他文化、他社会の側も
実は単一の存在ではなく、それぞれに異なった背景を持っているということが身をもっ
て理解できる。そこから差異に気づき、差異への寛容が生まれ、差異を理解しようとい
う態度を育てていくというのが、この複言語主義の背景にある思想だと考えます。
では、日本においてヨーロッパの複言語主義をそのまま導入できるかというと、な
かなかそう簡単にいかないところがあります。日本には、現在、約223万人のいわゆ
る在留外国人と呼ばれる人たちが住んでいます。これは総人口の1.76％に当たります。
ドイツは移民が多い国といわれていますけれども、シリア問題が生じる前の段階で9％
という数字が言われておりました。2％と9％ではかなり違うようですが、日本でも
100人に2人近くは在留外国人であるという事実があります。
その中には、さまざまな背景を持った人たちがいます。旧植民地に関係する人たち、
就労のために日本にやって来た人たち、学業のために日本にやって来た人たち、および
その家族という具合です。今の日本の社会では、こういった人たちの存在は限られた地
域で顕在化している傾向があります。そこではしばしば、日本語を母語としない子ども
たちをどのように教育するかということが課題になったり、生活習慣の違いなどから、
場合によっては軋轢が生じるというような文化摩擦への対応が行われています。ただ
し、限られた地域での部分的な対応ということにとどまってるのが現状です。こうした
状況は今後、グローバル化の進展によって変わらざるを得ないはずです。多言語状況と
いうものは今後、いたるところで顕在化していくでしょう。
そこで言語教育、特に第二外国語教育はどのような意味を持ってくるでしょうか。外
国語習得は基本的に個人のものですから、まず個人的な側面を見てみますと、多言語状
況や文化的多様性に対応できる間文化的能力と、その態度の涵養。それによって共同体
内で多様な背景を持つメンバーと共存することができるでしょうし、また、外の世界に
出ていく際には、第二外国語学習によって特定の目的にとらわれない全人的な開発が促
進できるのではないかと期待しています。
社会的側面も決して無視できません。日本の社会が、ますますグローバル化された世
界の中でその地位を維持しようとすれば、何らかの形で外の世界と交流することは避け
られないのです。その場合は、当然のことながら、さまざまな外国語を駆使することが
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必要になります。社会的側面は対内的機能と対外的機能に分けて考えられますが、対内
的には、多様性に支えられた持続可能な社会は、多言語状況に対応できる人材をもって
促進できるのではないかと考えます。間文化的能力を備えた人材は国際社会に寄与する
ことができます。そういう意味では、特に対外的機能を考えるとき、日本社会全体とし
て英語以外の重要な外国語、すべての外国語というのは不可能ですけれども、各分野に
そういった人材が一定数いることが必須であると考えます。
残念ながら、日本の中等教育では英語以外の外国語のプレゼンスというのは非常に小
さく、高等教育、とりわけ大学が第二外国語教育の主なる部分を担わなければいけない
状況にあると考えます。大学にはまず、学習に最適な環境をつくり出すことが求められ
ます。そのための方策として、第二外国語カリキュラムの最適化と多言語キャンパスの
実現というものがあるのではないでしょうか。
我々の方法が最適だとは申しませんけれども、1つの試みとして、私たちの学部の第
二外国語に設置されている「インテンシブコース」を簡単に紹介したいと思います。た
いていの第二外国語の授業は週2コマで、1年ないし2年で完結するというケースが多
いかと思いますが、このインテンシブコースではその倍の週4コマ授業を行っていま
す。日本人教員とネイティブ教員が連携して、ドイツ語の場合はCEFRに基づいたドイ
ツの教材を共通に使って授業を運営しています。
発足当初は、どのくらいの学生が集まるか読めませんでした。蓋を開けてみたら、み
ずから進んで週4回の授業を受け入れるという学生がほぼ4分の1もいたのです。その
履修状況は今もずっとコンスタントに続いています。学生の学習態度といいますか、学
習に対する考え方にうまくマッチしたカリキュラムを提供することは、我々の責務の1
つだと感じました。
多言語キャンパスに関して、留学生など文化背景に持つ学生と、日本の文化の背景の
もとで育ってきた学生との交流の場を何らかの形で大学が確保していくことは、異文化
能力、コミュニケーション能力の開発につながると思います。例えば、留学生を、特に
外国語の授業時にサポートとして使うということは十分考えられていいことではないで
しょうか。これも早稲田大学での例ですが、全学を対象にドイツ語圏からの留学生を話
し相手にする「ドイツ語コミュニケーション」という授業行っています。多言語、ある
いは多文化の背景を持った人たちを1つの場所で学ばせて、その相互交流の中から出て
くる効果というものを期待した授業がさらに設けられてもいいのではないか。この辺は
まだ我々も模索中ですが、実現の可能性が少しずつ見えてきたところです。以上で私の
話を終わらせていただきます。ご静聴どうもありがとうございました。
新野　どうもありがとうございました。
お二人から複言語主義、およびヨーロッパのCEFRについて大変刺激的なお話をいた
だきました。ここからは、それらグローバルの動きと日本の教育現場の実情を絡めなが
ら議論を深めてまいりたいと思います。
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CEFRは、長い間ヨーロッパの社会の中で蓄積されてきた多言語状況を反映した新し
い人間観に支えられた言語政策、提言だと感じています。教育現場で実践していくこと
で、欧州統合の多様性の中の統一という大きな目標を持っているEUを担う新しい人材
を育てていこうという、極めてヨーロッパ的な発想ですが、今後、日本で根づいていく
可能性についてはどのようにお考えでしょうか。
鳥飼　言語を教えたり学んだりする立場にある者として、複言語主義とCEFRはぜひ日
本に導入したいと思っています。ただ、これはヨーロッパというコンテクストの中で生
まれてきたものです。ヨーロッパでは、言葉に対するさまざまな思いを普通の人でも
持っているんです。長い歴史の中で、征服したりされたり、言語を奪われたり奪ったり
という背景があるからなのですが、言語の問題はいまだに大きな火種になっています。
自分のアイデンティティのよりどころなのです。
日本は、日本語以外の言語を押しつけられた経験もありませんし、日本語がなくなる
ということも考えていないですよね。今の世の中は英語が重要という意識が蔓延してい
るというか、所与のものとして誰もが受けとめている状況ですから、複言語主義という
考え方が根づく土壌から耕していく必要があるかもしれません。
室井　私は早稲田大学で「言語学」という授業を持っており、さまざまな言語を扱って
います。学生のリアクションペーパーに必ず出てくるのが、「それは日本語特有ですか」
という言い方なんですね。日本語は特殊な言語だという思い込みが一部の学生の中には
非常に強くあり、レポートでもそういったバイアスのかかった前提のもとに書かれてく
るものが結構あります。いろいろな言語を知ることによって初めて、日本語がどういう
言語なのかがわかるという側面があるでしょうし、私のように英語と日本語以外の言語
を専門としている人間にとっては、その機能を強調したい気持ちはあります。
人間のアイデンティティというのは単一的ではなくて、複合的なもの、複数的なもの
であることを考えるならば、それを明確な形で引き出し、かつ自分の可能性を開いてい
く上で、外国語の学習は非常に重要なことです。確かに今は複言語主義をすぐ取り入れ
られるような状況にはありませんが、だからこそ人々に知ってほしい考え方だと思い 
ます。
新野　大学の教育の現場にこの複言語主義を取り入れる際に、グローバルシチズンシッ
プや、民主制を担う市民を育成する方向性を教育理念の中に入れていけば、カリキュラ
ム化していくことができるかもしれません。立教には「専門性に立つ教養人」という大
きな理念があり、グローバル市民を育成するという考え方は親和性があると思います。
鳥飼　立教大学は常に最先端の試みをする大学ですよね。しかも、理念を追求する大学
であるという意味で、私は複言語主義を導入する大学としては一番可能性が高いと思っ
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ております。全カリという場でできるのではないでしょうか。
新野　今、立教大学では、専門教育と全カリの垣根を外して、導入期、形成期、発展期
という3つの段階に大学のカリキュラムを体系づけ、1年生から4年生までの過程を学
生が主体的に構成しながら学んでいく統合カリキュラムを取り入れています。それが本
年度1年生からスタートしているところなんですけれども、こういう試みの中に複言語
主義を入れる可能性を探っていきたいと思っている次第です。
新野　それでは、会場の皆様から質問や感想をいただければと思います。
会場　私は現在、ドイツ文学研究科の博士課程に在籍しています。ドイツ語を勉強して
いて思うことは、英語はドイツ人にとっても日本人にとっても外国語ですけれども、母
国語との関係において外国語としての質の違いを感じます。例えば、ドイツ人は小学校
から英語を勉強し、難なく習得してしゃべれるようになります。かたや日本人は、英語
を第一外国語として勉強しても、コンプレックスを覚えたりして困難が多く、ヨーロッ
パ人が英語を勉強するのとはまた違うと思うんですね。CEFRの導入を考えるに際し
て、そういったことは議論されているのでしょうか。
室井　ヨーロッパはそもそも多言語空間であり、違った言語をしゃべる人たちが周りに
いるのは当たり前のことなんですね。言語を学ぶというのは、まさに隣人とのコミュニ
ケーションのために必須のことです。ドイツでの英語教育は、かなり早い時期から習得
することを目指す授業が行われ、話したり聞いたりということが自然に鍛えられてい
きます。言語としての近さは否定できませんけれども、それだけではないと思うんで 
すね。
一方、日本の言語学習というのは、欧米との距離が非常に遠かった明治期に、いわゆ
る文明開化のため、欧米の文物を取り入れる目的で始まりました。その目的に合った形
での言語教育が今もずっと続いているんですね。日本では、隣人と外国語でコミュニ
ケーションをとらなければならない環境はまだ少ないですよね。日本人が英語をなかな
か習得できないのは、そういったことが絡んでいるのではないかと思います。
鳥飼　今のご質問の中に、日本人は外国語学習がうまくいかないというニュアンスを感
じましたので、参考情報としてお伝えしておきます。アメリカの国務省に外交官など政
府職員が任地先で使う言語を特訓する機関があります。そこでは学ぶべき言語を英語の
の母語話者にとっての難易度別に分けているんです。一番やさしいのはフランス語、ス
ペイン語などのラテン語系の英語に近い言語で、これは24週間あれば、およそ普通の
仕事で読んだり話したりくらいはできる。もちろん集中訓練ですけれどもね。ドイツ語
はもうちょっとかかって26週間くらい。一番難易度が高いのが、日本語や韓国語や中
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国語で、これには88週間の集中訓練に加え、現地に行ってその半分の期間を学ばない
とものにならないとされています。難易度がまったく違うというか、言語の距離が違う
んですね。ですから、ドイツ語母語話者が英語を学べるのに、なぜ日本人はできないの
かという理由には、言語間の距離の違いという要素もあると思います。
会場　文学部ドイツ文学専修の3年の者です。CLILが提唱する協同学習の中で、多様
性の理解に付随して語学力は向上していくものでしょうか。文法学習などはCLILとは
違った学習方法で時間をとる必要があるとお考えですか。
鳥飼　CLILの特徴としては、言語を教える部分と内容を教える部分が1対1であるとい
うことがまずあります。言語を教える中には当然、文法要素も入ってきます。教師の判
断で、内容を重視しつつ、文法事項を導入することはあり得るだろうと思います。
内容の理解に焦点を当てる場合、ディスカッションやプレゼンテーションを多く取
り入れますので、協同学習が必要になってきます。協同学習の理想は4人のグループ
です。それより少ないとペアワークと変わらず、切磋琢磨が起こりにくい。4人以上に
なると、何もしない人が出てきてしまいます。4人は絶妙な数なんです。みなが交代で
リーダーをしながら進めていけます。メンバーも固定ではなくて毎回変えていくほうが
いいですね。きょうのアクティビティ、あるいはタスクはこのグループで行っていくと
いうようなことで、これは今、大学教育の中で主流になっているアクティブラーニン
グそのものです。ただ講義を聞くのではなくて、学習者が主体となって話し合ったり、
議論したり、プレゼンテーションをしたりしながら学んでいく。それが協同学習なん 
です。
会場　異文化コミュニケーション学部の3年です。私は高校生の時にドイツに1年間留
学したのですが、その際、留学先として選べた国が40カ国以上ありました。エクアド
ルやタイを選んだ友人もいました。複言語主義というものを考えるのであれば、今、立
教が扱っている言語は6つか7つということで、少し足りないようなイメージがあり 
ます。
鳥飼　どの言語も学べるという環境が理想ではありますが、実際問題として、外国語学
部もなければ外国語大学でもない大学で、少数言語までそろえるというのは難しいこと
です。教員を配置しなければなりませんし、準備した言語を何人の学生が履修してくれ
るのか。開講してみたもののほとんど来なかったでは無駄になってしまいます。6言語
くらいそろえておいて選べるようにしておくというのが現実的かと思います。
室井　早稲田大学では全学で21言語を学べるシステムをつくっていますが、一部の言
語では履修者が減って中級レベルまで開講できない状況もあります。大学コンソーシア
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ムみたいなものをつくって複数の大学で
運営するのも1つの可能性ですが、移動と
いうロスを伴いますので、実際に学生が
どのくらいその恩恵に浴することができ
るかを考えると難しいかもしれません。
そこで、外国の大学ないしは政府を巻
き込んで交換プログラムをつくってみて
はどうだろうかと思います。早稲田大学
は、期限付きですが、東南アジアのいくつかの国々と協定を結び、学生を送りあってい
ます。その中では現地の言語を学ぶプログラムが必須です。戻ってきた後も、大学でそ
の言葉をさらに学び続けるというプロジェクトなのですが、こういったものをさまざま
な大学が協働して運営していき、年に10人20人でも蓄積していけば1つの大きな力
になるのではないでしょうか。
会場　私は池袋で働いていますが、ここで飛び交う外国語は圧倒的に中国語や韓国語で
す。コミュニケーションの手段として欠かせない他言語というお話がありましたが、私
たち東アジアで暮らしている人間にとって、これからは中国という巨大な隣人との付き
合い方は避けられないと思います。立教では中国語教育というのはどの程度なさってい
るんでしょうか。
新野　第二外国語の中心は、中国語、ドイツ語、フランス語、朝鮮語、スペイン語の5
カ国語です。中国語の人気は高く、日中関係が険悪になったときには履修者ががくんと
減りましたけれども、今は復活して、中国語が1位になっています。今後も中国語の履
修者は増えるでしょう。
このキャンパスのある池袋のまちを歩いていても、中国語はごく普通に聞こえてきま
す。アジアの言語を立教大学の中できちんと位置づけ、それを複言語主義の中に組み込
んで、学生が大学のキャンパスの外でも中でも中国語、朝鮮語に親しめる状況がつくれ
たらと思っています。
新野　ゲストのお二方、会場の皆様、ありがとうございました。最後に、全学共通カリ
キュラム運営センター部長の佐々木一也先生にご挨拶をお願いしたいと思います。
佐々木　本日はこんなに多くの方がお集まりくださったことに感謝いたします。鳥飼先
生と室井先生にはたくさんの刺激をいただき、ありがとうございました。
立教大学では現在、統合カリキュラムを始めたところであり、次の課題は言語科目の
扱い方です。今、教員同士が非常に熱く言語ついて語り合っています。きょうのお話か
ら、世界では、言語についての見識が異次元レベルで進んでいることを目の当たりに
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し、我々もキャッチアップしていかなければいけないと強く
感じました。
全学共通カリキュラム運営センターは、新しい教育革新の
取り組みを常に先取りして全学にアピールし、大学を変えて
いくという運動体です。本日はお二人の先生から示唆に富ん
だお話をいただきまして、全カリの言語チームはまた大いに
活躍し、立教の言語教育改革を進めていってくれるものと期
待しております。私も微力ながら力を尽くす所存ですので、
今後ともよろしくお願いいたします。本日はどうもありがとうございました。
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佐々木 一也
